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１ 事業実施団体について(1/2)

団体1：学校法人菅原学園
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学校法人菅原学園は、１９４９

年に設立した仙台市を中心に

活動する法人グループです。

豊富な設備のもと、職業実践

的なカリキュラムの提供を教

育理念に掲げています。

最高の教育環境と情熱にあ

ふれた教員の教育力を提供

しています。

言語聴覚科



１ 事業実施団体について(2/2)

団体2：国立大学法人東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター
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スマート・エイジング学際重点
研究センターは2017年に設
立された学内共同教育研究
施設です。

認知症予防を目的として、基
礎生命科学から人文・社会科
学まで、さまざまな学問分野
が学際的に研究を進めていま
す。

研究成果の社会実装を目指
し、国内外の産学官、地域社
会と連携した様々な活動も行
っています。

高度なイメージング設備と大規模な脳データ

ベースを有する世界有数の研究機関

地域共生社会をテーマにした高齢者と医学生のワ

ークショップ



２ 令和６年度事業の実施内容

（１）課題

全国的に一人暮らしの高齢者が増え、超高齢社会化
 各省庁（厚生労働、教育、経済）のリカレント教育への機運の高まり

 高齢化に伴う社会交流の低下は、さらなる認知機能の低下に繋がる

仙台市の高齢化も

喫緊の課題[1]

 高齢化率は年々上昇

 一人暮らし世帯が増加

高齢者と地域社会が早期につながり、

持続可能な支援を行うための枠組みが早急に求められる
3

[1] >高齢者人口調査結果（令和5年） - 宮城県公式ウェブサイト、
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/chouju/05koureisyazinkou.html に基づき作成



２ 令和６年度事業の実施内容

（２）事業の目的
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【最終的に目指す姿】

高齢者が人生を豊かに過ごすことの

出来る地域社会の実現

【助成事業の実施により目指す姿】

高齢者の活動意欲の向上・交流の促進

 興味関心を満たし活動意欲の向上 ← 学び機会の創出

 オンラインも活用した高齢者の地域交流 ← 場所と方法の用意

教育機関の立場より



２ 令和６年度の実施内容

（３）令和６年度事業の目標と実績（1/3）
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目標１：持続可能な講座カリキュラムの開発と実証（全30回）

実績１：目標30回開催は未達だが、全21回の講座を実施し、延べ301名の参加。

アンケートや交流会を通したシニアの意見を収集し、カリキュラム開発

には繋げることが出来た。

目標２：興味関心・幸福度の分析のためのアンケート実施（満足度80%以上）

実績２：参加者アンケートを参考に目的意識形成と意欲向上の要因を整理。

「人間ステージ仙台」を活動例として作成。リビングラボ共創的検討の

ガイドラインとアンケートを含めた試験計画を作成し実施基盤を整備。

目標３：高齢者のデジタル機器の利活用推進（オンライン講座の実施による）

実績３：当初の懸念していたとおり、シニア側の機器準備が難しく実施出来ず。

講座に参加したシニアにデジタル機器の利活用を教えるなど、今後の

実施に向けた下準備は出来た。



２ 令和６年度の実施内容

（３）令和６年度事業の目標と実績（2/3）
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目標４：高齢者の世代間交流（専門学校と共同で講座実施）

実績４：フラワー講座において、専門学校生をお手伝いとして起用することに

より世代間交流を実施。専門学校生とシニアに交流が生まれて講座外

でも交流が続くなど想定以上の効果が出たと考える。

また、本プロジェクトは、ドイツ・ジーゲン大学が主導する国の地域

再生プロジェクト「FUSION」のワークショップにおいて、東北大学が

基調講演を行い、地域づくりと世代間交流を融合した取り組みとして

発信、国際的にも高い評価を受けた。今後もドイツ日本研究会にて発

信する予定で国際的な観点からフィードバックを得る予定である。



２ 令和６年度の実施内容

（３）令和６年度事業の目標と実績（3/3）
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◆審査会意見

東北大学と協働することで得られる事業効果や課題等を分析した内容が、
その後にどのように事業に活かされ、反映されるかが不透明であった。
協働による相乗効果が発揮されるようにその手法について両団体で認識を
共有して進めてほしい。

◆審査会意見への対応状況

菅原学園の地域ネットワーク（イオンやファッションショー企画経験）を
基盤とし、東北大学の研究的視点を加えることで、地域づくりをテーマと
した共創活動のワークショップを実施した。
その成果として「人間ステージ」企画書を作成し、学術と実践の連携を通
じて、地域社会に根ざした持続可能な基盤形成を進めた。



２ 令和６年度事業の実施内容

（４）事業の実施体制
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団体1：
学校法人菅原学園

団体2：
国立大学法人東北大学スマート・エ
イジング学際重点研究センター

 菅原一博
 理事長

 事業統括

 井村修
 デジタルアーツ仙台副校長、IR室室長

 事業運営

 伊藤広之
 法人本部、IR室

 事業運営

 松村一矢
 デジタルアーツ仙台教諭、IR室

 事業運営

 瀧靖之
 教授

 事業統括

 オガワ淑水
 助教

 事業運営

 鴻巣尚子
 学術研究員

 事業運営

両団体２名以上の配置より
連携し事業運営



２ 令和６年度の実施内容

（５）事業スケジュールについて

・令和6年5月シニア講座HP開設
・令和6年6月シニア講座募集開始
・令和6年7月第1回講座(活舌)実施
・令和6年7月第2回講座(IT)実施
・令和6年8月第3回講座(デッサン)実施
・令和6年9月第4回講座(フラワー)実施
・令和6年9月第5回講座(写真)実施
・令和6年10月第6回講座(ヨガ)実施
・令和6年11月第7回講座(朗読)実施
・令和6年11月第8回講座(デッサン)実施
・令和6年12月第9回講座(フラワー)実施
・令和7年1月第10回講座(写真)実施
・令和7年2月第11回講座(スマホ)実施
・令和7年2月第12回講座(写真)実施

☆全21回の講座を開催（延べ301名参加）
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（６）使用経費について

事業費総額 151万円

収入内訳
・仙台市助成金 106万円
・団体自己資金 45万円

支出内訳
・人件費 53万円
・報償費 15万円
・消耗品費 26万円
・印刷製本費 28万円
・通信運搬費 6万円
・使用料及び賃借料 23万円



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座開設の事前準備

 募集活動の開始
 講座の受付開始（HPおよびQRコードより）

 募集チラシを地域の公民館などで配布

10
https://sugawarasiniakouza.wixsite.

com/sugawarasiniakouza/home

講座のホームページ（HP） イメージ

https://forms.gle/5DuxbGgka1GHoBWn6

講座の申込（HPよりアクセス） イメージ



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座開設の事前準備

 募集活動の開始
 講座の受付開始（HPおよびQRコードより）

 募集チラシを地域の公民館などで配布

11

表面

裏面



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 講座実施
 右図の日程で予定通り実施完了

 講座内容と講師
 音楽・イラスト・IT・フラワーなど，広く教養に関わるテ

ーマのうち、シニアの方々の興味のある講座を開設

 同一テーマは２つの日程で実施

 講師として、学校法人菅原学園の教職員・講師が務

める

 参加費
1,000円

※ 別途、花代など講座ごとで

追加料金がかかる場合もある

 実施場所
いずれも学校法人菅原学園の専門学校デジタルアー

ツ仙台の施設を活用し実施
12



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 講座実施
実施の様子（講座HP より抜粋）
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2024年8月9日 身の回りを絵で表現しよう の様子

2024年9月4日 花との新しい触れ合い方 の様子

2024年7月4日 活舌を良くするための朗読法 の様子



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 講座実施
 令和6年度では

計301名の方々に受講頂いた

 令和6年度前半（7-10月）

時点での参加者は78名（右図）

※ 10月以降の

広報掲載などで増加

14

回数 講座名 日付（2024年） 人数 アンケート回答数

1回
活舌を良くする
ための朗読法

7/4(水) 11名 11件

7/11(木)
最小催行人数より

少なかったため未実施

2回
ITを活用した
生活を考えよう

7/17(水) 5名 5件

7/24(水) 6名 6件

3回
身の回りを
絵で表現しよう

8/2(金) 6名 4件

8/9(金) 11名 7件

4回
花との新しい
触れ合い方

9/4(水) 5名 4件

9/12(木) 6名 6件

5回
スマホで始める
写真講座

9/19(木) 11名 11件

9/27(金) 5名 4件

6回
元気なカラダ
づくり。

10/1(火) 5名 5件

10/9(水) 8名 3件

計 78名 66件



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 講座実施

 各講座で平均69歳の方々に受講頂いた

 満足度は全講座で4.6以上
非常にご満足頂ける結果になった

15
アンケート結果： 講座に対する受講者の満足度等（5件法による）



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

16

回数 講座名 満足の理由（原文ママ）

1回
活舌を良くする
ための朗読法
（満足度4.4）

 長年コールセンタの仕事をしていたが、このような研修があればより楽しく働けたかなとおもいます。

 意識して声を出す事が無かったので面白かった。マイクを通して自分の声を聞くのも皆さんの声も個性が出ていて興
味深く思いました。

 滑舌を良くするにはストレッチが関係することを知ることができた。

2回
ITを活用した
生活を考えよう
（満足度4.8）

 チャットGTPについて知ることができた。
 自分でアプリを入れようと思ったら英語表記で出来なかったから今日使える様になって嬉しいです
 漠然と持っていたITについての知識がある程度明確になったこと。
 説明がとても分かりやすい 今後の生活には必ず必要な事だと思います

3回
身の回りを
絵で表現しよう
（満足度4.4）

 デッサンなんて、中学校以来。懐かし嬉し。
 概ね期待していたデッサンの初歩の内容で、普段経験出来ない事を体験できたから。
 初めてデジタルで絵を描く事が出来た
 苦手だった絵が少し身近に感じられるようになった

4回
花との新しい
触れ合い方
（満足度4.9）

 教え方が上手で、素敵なアレンジメントが完成し満足です。

 初めてのフラワーアレンジメントでしたが、材料の入手などの情報もいただき今後の生活に気楽に取り入れることがで
きそうなため

 講師の方と学生さんが丁寧に 1人、1人教えてくれました

5回
スマホで始める
写真講座
（満足度4.9）

 知り得なかった機能が沢山ありすごく特した気分です
 写真の構図やピントの合わせかたなど具体的に知ることができて良かったと思います。
 カメラは、メモ代わりに使うだけだったので、使ったことがない機能が多く勉強になった

6回
元気なカラダ
づくり。

（満足度5.0）

 家で簡単に実践出来そうで効果的なエクササイズを教えていただいたので。忘れてしまうので、動画撮らせていただ
いたのがありがたかったです

 楽しく 知らない事にチャレンジできる

「よろしければ満足の理由についてお教えください」
の質問に対する回答の抜粋



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 募集
各種マスメディアへの掲載

 河北新報＜募集＞コーナー掲載

 CAT-V 「みんなのテレビ」

2024 年 9 月の収録・放送

 河北ウィークリー

2024 年 10 月 17 日号掲載

17



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 募集
各種マスメディアへの掲載

 河北新報＜募集＞コーナー掲載

 CAT-V 「みんなのテレビ」

2024 年 9 月の収録・放送

 河北ウィークリー

2024 年 10 月 17 日号掲載

18https://www.cat-v.jp/mintere/より



３ 令和６年度事業の実施状況

令和6年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 募集
各種マスメディアへの掲載

 河北新報＜募集＞コーナー掲載

 CAT-V 「みんなのテレビ」

2024 年 9 月の収録・放送

 河北ウィークリー

2024 年 10 月 17 日号掲載
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４ 事業の成果と今後の展開

事業の成果と今後の展開について(1/2)

〇事業の成果について
事業目的の１つである「高齢者の活動意欲の向上･交流の促進」については、

講座を通して参加者同士の交流を生み出し、新たなコミュニティーの創出に繋がっ
た。また、講座後に作品の展示を通して言葉を介さないコミュニケーションも生ま
れ、自分の作品が他者にどう響くか、他者の作品が自分に何を与えるかを感じ取る
過程が心理的な刺激や共感を生み出した。こうした体験を通じて、講座に参加する
こと自体が自己理解と他者理解を深める学びの場として位置づけられた。

そして、アンケートからは、本講座を通して「新しいことにチャレンジする意欲
が湧いてきた」など高齢者の活動意欲の向上にも繋がった。

さらに、菅原学園と東北大学の協働による成果として、「人間ステージ」企画書
が挙げられる。これは、地域づくりとソーシャルアントレプレナーシップをテーマ
にした共創型ワークショップを通じて生まれたもので、参加者の観察から、自らの
想いを形にしながら他者と響き合うプロセスを、個人レベルからコミュニティレベ
ルへと広げていく試みである。菅原学園のステージ企画経験を活かしつつ、学術と
実践の協働を通して、人が互いに支え合いながら成長できる持続可能な地域づくり
の基盤を示した。

20



４ 事業の成果と今後の展開

事業の成果と今後の展開について(2/2)

〇今後の展開について
本講座の認知不足による集客の弱さという課題に対しては、他団体や企業との
連携を強化することで、発信力を高めていくこととする。
また、事業目標として掲げていた「高齢者の地域交流」を促進するために、
「地域に出向いた講座」の開催を強化していくこととする。

21



５ 令和７年度事業の実施状況

令和７年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 講座実施
 右図の日程で予定通り実施完了

 講座内容と講師
 音楽・イラスト・IT・フラワーなど，広く教養に関わるテ

ーマのうち、シニアの方々の興味のある講座を開設

 同一テーマは２つの日程で実施

 講師として、学校法人菅原学園の教職員・講師が務

める

 参加費
1,000円

※ 別途、花代など講座ごとで

追加料金がかかる場合もある

 実施場所
学校法人菅原学園の専門学校デジタルアーツ仙台の

施設を活用し実施
22



５ 令和７年度事業の実施状況

令和７年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 講座実施の様子

23



５ 令和７年度事業の実施状況

令和７年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 講座実施
 61名の方々に受講頂いた

 講座実施後のアンケートより

データの収集 →

45件のアンケート回答を

もとに実施効果の分析

24

講座名 日付 参加人数 アンケート回答数

花との新しい触れ合い方 2025/7/4 6 4

スマホで楽しむ写真講座 2025/7/11 5 2

花との新しい触れ合い方 2025/7/18 2 3

活舌を良くするための朗読法 2025/7/25 11 11

身の周りを絵で表現しよう 2025/8/1 7 6

スマホ講座 2025/8/8 6 3

フラワー講座 2025/9/11 12 8

スマホで楽しむ写真講座 2025/9/18 6 3

音読講座 2025/10/2 6 5

計 61 45



５ 令和７年度事業の実施状況

令和７年度事業の実施状況について

●講座実施と募集

 講座実施

 各講座で平均66.9歳の方々に受講頂いた

 満足度は全講座で4以上
理解度や、オススメ度など他の項目も全て4.5以上と肯定的な結果に

 参加者の声（抜粋）

25アンケート結果： 講座に対する受講者の満足度等（5件法による）

初めて参加しましたが無理なく学びが出来ました

季節のイベントごとにあれば嬉しいです
①お正月②バレンタイン③雛まつり④イースター
⑤端午の節句…⑩ハロウィン⑫クリスマス など

何度か受講しましたが いつも完璧な準備ありがとうご
ざいます。
講座内容も色々と工夫されていて毎回楽しみにしてい
ます。

昨年度も参加してスマホ操作に役にたっています。



●今後の展開

①発信力を高めていくことによる集客

・仙台CAT-Vなどの企業や他団体との連携を強化

・河北ウィークリーなどの広報媒体の活用

②高齢者の地域交流の促進

・出張講座の実施

・出張講座に付随した交流会の強化

●審査会意見への対応

①東北大学との協働体制の構築について

東北大学には分析を主な業務とした分業体制をお願いしておりましたが、

今年度は講座運営に関しても積極的に関与いただく体制に刷新しました。

②参加者が講座での学びを各地域において還元する仕組みについて

参加者に各地域内で新たな学びの循環の創出を担わせることは難しかったため

今年度は「地域に出向いた講座」の開催を強化していく。

５ 令和７年度事業の実施状況

令和７年度事業の実施状況について
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